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5月5日は子供の日。ここ四辻地区では区と子供育成会刀、斗Jωζ怯-っ

て大空に85匹のこいのぼりを泳がせています。じまの役員や会員らが地区
内を回って、古くなって使わないこいのぼりを集め、愛宕山の頂上から

200メートルのワイヤーロープを張って揚げたものです。

またふもとには、地元の商工会員の手によってのぼり45本が立てられ
雄壮なながめとなっている。このビ¥ソクなプレゼントに囚辻分校の子供

たちも大喜び。

山あいに揚げられた色とりどりのこいのぼりは、-幅の絵を思わせ、

道ゆく人たちの自を楽しませています。
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村
が
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
っ
玉
川
南
工
業
団
地
L

が
、
こ

の
ほ
ど
自
民
営
の
工
業
団
地
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
県
予
算
に
、
調
査
測
量
及
び
用
地

買
収
費
と
し
て
三
億
七
千
万
円
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
県
営

の
工
業
団
地
と
し
て
、
本
格
的
な
作
業
に
入
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

臨

空

村
で
は
優
良
企
業
を
誘
致
し
、
活

力
あ
る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
ワ

ン
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
川
辺
字
宮
ノ

前
と
小
高
字
江
平
に
ま
た
が
る
地
域

に
「
玉
川
南
工
業
団
地
」
を
計
画
し
、

関
係
地
権
者
へ
の
説
明
会
を
開
き
、

折
衝
を
図
り
な
が
ら
向
意
書
収
集
作

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
と
並
行
し
、
福
島
空
港
建
設

が
国
の
第
五
次
空
港
整
備
五
カ
年
計

画

へ

の

が

確

実

に

な

っ

た

咋

室
デ
締
結

「
玉
川
工
業
団
地
」
は
面
積
約
十

九
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
関
係
地
権

者
は
五
十
五
人
。
こ
の
区
域
は
通
産

省
の
工
場
適
地
、
農
林
水
産
省
の
農

村
工
業
導
入
促
進
法
に
よ
る
工
場
用

地
と
し
て
指
定
を
受
け
て
お
り
、
計

画
地
域
の
ほ
と
ん
ど
が
山
林
で
、
国

道
一
一
八
号
線
に
接
続
し
て
い
る
た

め
、
工
業
団
地
と
し
て
は
条
件
の
整

っ
た
場
所
で
す
。

村
で
は
五
月
中
に
「
玉
川
工
業
団

工

業

年
八
月
以
降
、
団
地
の
面
積
を
拡
張

し
、
県
営
に
よ
る
臨
空
港
型
の
工
業

団
地
と
し
て
の
整
備
を
、
県
企
業
局

と
工
業
開
発
課
に
陳
情
し
て
き
ま
し

た。
そ
の
結
果
、
「
玉
川
工
業
団
地
」

と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
と

な
り
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
県
予
算

に
調
査
・
測
量
及
び
用
地
買
収
費
と

し
て
三
億
七
千
万
円
が
計
上
さ
れ
た

も
の
で
す
。
」
買
収
作

地
造
成
事
業
に
関
す
る
協
定
書
」
を

県
と
締
結
し
、
団
地
造
成
の
た
め
の

測
量
・
設
計
と
用
地
買
収
に
入
り
、

今
年
度
中
に
は
買
収
作
業
を
完
了
し

た
い
考
え
で
す
。

着
工
は
六
十
二
年
に
な
る
見
込
み

で
、
空
港
建
設
地
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
た
臨
空
港
型
の
工
業
団
地
と
し

て
、
優
員
企
業
の
進
出
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
D

官官認:5
農村地域への

を計

画的に促進する

ことによって、

農業構造の改善

と農業従事者が

導入される工業

に就業するため

の措置を講じ、

農業と工業の均

衡ある発展を図

ることを目的と

したもの。

制農村地域工業

促進センター

農工ハンドブツ

クより抜粋
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昭
和
引
年
度
区
長
決
ま
る

昭
和
六
十
一
年
度
の
村
守
つ
く
り
の

た
め
の
予
算
も
決
ま
り
、
村
政
も
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
村
と
村
民
の
皆
さ

ん
と
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
担
う
昭
和
六
十
一
年
度
行

政
区
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
初
顔
合
せ
で
あ
る
区
長
会
が
、

四
月
十
一
日
午
後
二
時
か
ら
就
業
改

善
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
村

長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
各
行
政
区
長

一
人
ひ
と
り
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、

こ
の
席
上
、
区
長
会
役
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
D

区
長
さ
ん
に
は
忙
し
い
仕
事
の
片

わ
ら
、
村
政
と
の
橋
渡
し
と
し
て
向

う
一
年
間
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

な
お
、
区
長
会
役
員
に
選
ば
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

ふ誌ま鍋311川川11川川l川川11川l川11川川11

区
長
会
々
長
塩
田
征
二
郎(
四
辻
新
田
医
長
)

副
会
長

野
崎
辰
巳
(
川
辺
豆
長
)

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

溝
井

賢
彦
(
小
高
区
長
)

ろ，

有賀文夫さん
岱 57-2432

矢吹源ーさん
fl 57-3069 

溝井賢彦さん
怨 57-2419

佐藤貞雄さん
fi 57-2181 

野崎辰己さん
fi 57-3514 



小
原
副
団
長
の
開
始
の
こ
と
ば
に

続
い
て
国
旗
掲
揚
、
殉
職
消
防
団
員

に
対
す
る
黙
祷
を
捧
げ
、
天
皇
陛
下

の
お
こ
と
ば
の
後
、
検
閲
官
に
村
長

が
委
嘱
さ
れ
、
通
常
点
検
や
分
列
行

進
を
厳
し
く
点
検

し
ま
し
た
。

ま
た
、
機
械
器

具
点
検
で
は
中
村

池
池
畔
で
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
、
団

員
ら
は
き
び
き
び

し
た
動
作
で
士
気

あ
ふ
れ
る
検
閲
を

披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
消

防
庁
長
官
賞
の
伝

達
、
防
火
優
良
家

庭
の
表
彰
や
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
、
仁
井
田
団
長

の
訓
辞
に
団
員
一

同
火
の
守
り
を
新

た
に
し
て
い
ま
し

た。

制川州

村
消
防
団
の
春
季
検
関
が
、
四
月

二
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
泉
中
学
校

校
庭
で
団
員
と
婦
人
消
防
隊
ら
二
百

八
十
三
人
が
参
加
し
て
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
引
年
度
表
彰

消
防
長
官
賞
状
(
伝
達
)

元

分

団

長

石

森

藤

真

弓

泰

。
小蒜川(表

防
高生 辺火彰

{憂
良状
弘

曲小大庭

林竹藤針田弓山木槻

卓

己
甲
子
男

正

一

政

典

義

政
章

勇

和

興
正

光

兼

吉

。

小大佐ノト添

中
竜岩
法。
崎寺

官
賞

小針英章さん

南竜
須
釜崎

行男

北
須
釜

吉
山
小
屋

四
辻
新
田

感

謝

状

(
退
職
分
団
長
)

川

辺

犬

蒜

生

曲

小

高

須

中

吉

岩

法

寺

大

竜

崎

小

南

須

釜

大

北

須

釜

鈴

吉

境

山

小

屋

石

四

辻

新

田

飯

(
一
般
協
力
者
)

北

須

釜

榊

須石鈴鈴矢八大小

田森木木口欠木越林

勝力寿和吉喜十仙

田森田木木林竹田藤山槻

亮
正

一

安

昭
美
喜
男

正

光

昭

夫

忠

夫

良

市
孝

夫

三

男

和

則

枝

金

去
る
四
月
十
七
日
、
福
島
市
杉
妻

会
館
に
お
い
て
昭
和
六
十
年
国
勢
調

査
員
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
本

村
で
は
小
針
英
章
さ
ん
(
中
字
向
)

に
総
務
庁
長
官
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

小
針
さ
ん
は
、
国
勢
調
査
に
従
事

し
、
統
計
発
展
の
た
め
貢
献
さ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

也男次子昭治七治徳、

教
職
員
の
人
事
母

今
年
の
教
職
員
の
異
動
に
よ

り
、
本
村
に
ム
む
い
て
転
出
・
転

入
さ
れ
ま
し
た
教
職
員
の
み
な

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
敬
称

は
省
略
い
た
し
ま
す
。

転
出
さ
れ
た
教
職
員

玉
川
第
一
小

丹

内

正

昭

教

頭

退

職

橋
本
桂
子
教
諭
(
小
原
田
小
)

本
田
ユ
ミ
子
主
事
(
茂
庭
小
)

川
辺
小

野
口
七
朗
校
長
(
谷
田
川
小
)

鈴
木
英
孝
教
頭
(
県
中
教
育

事
務
所
指
導

主
事
)

深
谷
ヤ
イ
子
教
諭
退
職

川

崎

勝

久

。

(

須

釜

小

)

須
釜
小

小

林

豊

司

校

長

退

職

古
山
武
彦
教
諭
(
白
河
三
小
)

菊
地
富
士
子
ク
(
宮
本
小
)

片
野
昌
一
ク
(
谷
田
川
小
)

泉

中
関
根
照
夫
教
諭
(
母
畑
小
)

柳

沼

清

一

三

日

和

田

中

)
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家族ヘ事故紡止等の呼ひかけ

去
る
四
月
二
十

八
日
、
玉
川
第
一

小
学
校
で
「
家
庭

の
交
通
安
全
推
進

員
」
の
委
嘱
状
の

伝
達
式
が
行
わ
れ

土
品

1
レ
よ
~
。

こ
の
「
家
庭
の

交
通
安
全
推
進
員
」

は
、
県
警
察
本
部
が
交
通
安
全
対
策

の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
新
た
に
設

置
し
た
も
の
口
対
象
者
は
六
年
生
全

員
で
、
代
表
の
丹
内
啓
違
君
に
石
川

警
察
署
泉
郷
駐
在
所
の
山
内
巡
査
部

長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
D

委
嘱
さ
机
た
児
童
は
、
本
人
自
身

の
交
通
ル

l
ル
と
マ
ナ
i
の
実
践
、

家
族
に
対
す
る
シ
!
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
の

呼
び
か
け
な
ど
啓

発
活
動
と
あ
わ
せ

て
、
家
族
ぐ
る
み

の
交
通
事
故
防
止

に
努
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

地
域
の
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
と
学
校
教

育
に
お
け
る
交
通

安
全
教
育
の
指
導

に
大
き
な
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

七
月
一
日
現
在
で
実
施

事
業
所
統
計
調
査

の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
の

一
つ
で
あ
る
「
事
業
所
統
計
調
査
」

が
七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
経
済
活

動
の
基
礎
で
あ
る
事
業
所
の
実
態
を

全
国
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
調
査
の
結
果

は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
が
行
う
経

済
計
画
、
地
域
開
発
計
画
、
都
市
計

画
な
ど
の
諸
施
策
や
、
民
間
に
お
け

る
事
業
計
画
の
基
礎
資
料
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、
身

体
に
重
度
の
障
害
等
で
、
一
般
的
な

不
在
者
投
票
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。
方
法
と

し
て
は
、
自
宅
等
で
投
票
用
紙
に
記

載
し
、
こ
れ
を
郵
送
す
る
も
の
で
す
。

該
当
す
る
人

V
身
体
障
害
者
A

両
下
肢
・
体
幹
の
障
害
の
場
合
は

一
級
・
二
級
で
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・

呼
吸
器
に
障
害
の
場
合
は
、

一
級
・
三

級
の
人
。

wv
戦
傷
病
者
A

両
下
肢
・
体
幹
の
障
害
の
場
合
は

特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
の
人
。
心

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
に
障
害
の
場

合
は
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

の
人
。

郵
便
投
票
証
明
書
の
請
求
と
交
付

調
査
の
対
象
は
、
農
林
漁
家
を
除

く
す
べ
て
の
事
業
所
で
、
会
社
・
工

場
・
商
庖
・
病
院
・
学
校
・
国
鉄
・

私
鉄
・
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
ほ
か
・
官

公
庁
や
神
社
・
仏
関
な
ど
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
全
国
で
約
七

百
万
の
事
業
所
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
調
査
は
、
前
回

前
記
の
要
項
に
該
当
す
る
人
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に
対
し

て
、
自
分
が
署
名
し
た
郵
便
投
票
証

明
書
交
付
申
請
書
に
身
体
障
害
者
手

帳
か
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
添
え
て
郵

便
投
票
証
明
書
(
四
年
間
有
効
)
を

請
求
し
、
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

郵便投票の方法
調
査
か
ら
五
年
目
で
す
。
こ
の
間
に

産
業
構
造
な
ど
も
相
当
変
化
し
て
お

り
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
と
し
て
、
調
査
の
結
果
が
待
ち
望

ま
れ
ま
す
。

調
査
員
が
調
査
票
へ
の
記
入
を
依

頼
す
る
た
め
、
お
伺
い
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
野
真
理
子
教
諭
(
東
和
中
)

須
釜
中

村

上

進

吉
田

教
頭
(
県
教
育
庁

保
体
課
指
導

主
事
)

忠
夫
教
諭
(
石
川
中
)

転
入
さ
れ
た
教
職
員

玉
川
第
一
小

近
藤
義
光
教
頭
(
竹
貫
田
小
)

太
田
き
よ
子
教
諭
(
石
川
小
)

有
賀
達
男
主
任
主
査
(
棚
倉

川
辺
小

深
谷
厳
校
長
(
石
川
小
)

池
上
喜
宣
教
頭
(
安
積
中
)

目
黒
了
教
諭
(
石
川
小
)

降
矢
明
子
ク
(
熊
倉
小
)

須
釜
小

鈴
木
英
夫
校
長
(
県
中
教
育

事
務
所
派
遣

社
教
主
事
)

高
槽
勇
二
教
諭
(
須
釜
小
)

大

滝

勝

永

ク

新

採

用

大

西

宝

子

。

タ

泉

中
川
田
啓
子
教
諭
(
蓬
田
中
)

渡
辺
宏
文
。
(
湯
本
一
中
)

堀

江

一

到

。

新

採

用

須
釜
中

八
代
昭
教
頭
(
石
川
中
)

高

田

健

一

教

諭

新

採

用
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組
前
年
震

昭
和
六
十
一
年
度
の
高
齢
者
教
室

と
青
年
教
室
が
、
五
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
今
月
は
、
そ
の
内
容
等

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
あ
な
た

の
余
暇
時
間
を
利
用
し
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

川1111川

キ
高
齢
者
数
室

対
象
者

内期

間
学
習
日

場

所
容

村
内
に
在
住
す
る

ω歳
以

上
の
男
女

健
康
と
安
全
、
趣
味
と
生

き
が
い
、
文
化
財
め
ぐ
り
、

教
養
な
ど
の
学
習

五
月
J
翌
二
月

毎
月
第
三
水
曜
日

泉
地
区
(
村
公
民
館
)

須
釜
地
区
(
須
釜
公
民
館
)

*
青
年
教
室

対
象
者

内

容

期

間
学
習
日

場

所

時

間

村
内
在
住
の
勤
労
青
年

趣
味
、
教
養
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
な
ど

五
月

l
十
月

毎
月
第
二
、
第
四
月
曜
日

村
公
民
館

午
後
七
時

l
九
時

あ
る
活

人
事
異
動
に
よ
り
須
釜
支
所
か

ら
公
民
館
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

住
民
の
皆
さ
ん
方
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
種
々
の
事
業
で
直
接
、
間

接
に
関
わ
り
が
多
く
な
る
と
思
い

ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

公
民
館
は
各
種
の
定
期
講
座
の

開
設
と
か
、
体
育
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
集
会
の
開
催
な
ど

青年教室学習プログラム

滝田秀夫先生

須釜中学校校長会議とは

昭和61年度

添田昌稔先生司会進行の例
公

士
ロ

社
会
教
育
(
体
育
)
の
活
動
に
よ
っ

て
、
地
域
の
み
ん
な
が
教
養
を
高
め

郷土史研究会会長

岩谷浩光先生

イギリス
ロンドン大卒
翻訳家

アン金子先生

玉川村の歴史
を築いた人々

風俗・習慣の
違い

コーワトラベノレ

加藤千張先生

社教主事

落合克美

時刻表の見方

新幹線の利用

体力自己判断
テスト
バレーボーノレ

た
り
、
健
康
増
進
を
図
り
な
が
ら

幸
せ
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
方
に
喜
ん
で
参
加
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
魅
力
あ
る

公
民
館
活
動
を
推
進
し
た
い
と
忠

い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
創
意
、
工

夫
を
し
、
更
に
自
主
活
動
が
盛
ん

に
な
る
よ
う
に
と
考
え
て
お
り
ま

す。
皆
さ
ん
方
の
ご
指
導
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

鏡石カラオケ教室

講師
榊シズエ先生

ダンス研究家

浜喜美子先生

生先

家

子
究

美

研

喜
ス
}
按

ンJ々

玉川村助役

円谷信男

君の参加を待っていますノ

事
の
仕
般全政「汀

マンボ・
ジルバ

ノレンノて.

ワノレツ

カラオケ
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玉
川
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

(
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
)

五
月
十
一
日
、
十
八
日
、

二
十
五
日
、
予
備
日
六
弓

一
日
午
前
九
時
i
正
午

村
内
在
住
の
勤
労
者
及
び

婦
人

場

所

役
所
な
、
ど
へ
の
要
望
や

苦
慣
を
ど
う
ぞ

時

8 

役
所
や
公
社
・
公
団
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に

意
見
や
要
望
が
あ
る
け
れ

ど
、
ど
こ
に
言
え
ば
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い

は
、
苦
情
を
申
し
立
て
た

い
け
れ
ど
、
受
け
付
け
て

く
れ
る
の
は
ど
こ
だ
ろ
う

か
と
悩
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
苦
情
や
要

望
を
受
け
付
け
、
解
決
を

図
っ
て
く
れ
る
の
が
行
政

相
談
で
す
。
ま
た
、
苦
情

や
要
望
は
た
だ
解
決
す
る

だ
け
で
な
く
、
今
後
の
行
政
の
改
善

に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
「
春
の
行
政
相
談
週
間
」

は
五
月
十
一
日
(
日
)
か
ら
十
七
日

(
土
)
ま
で
の
一
週
間
で
、
村
で
は

行
政
相
談
委
員
の
小
山
田
伸
さ
ん
が

次
の
と
お
り
相
談
所
を
開
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
c

五
月
十
五
日
(
木
)

午
後
一
時
J
午
後
四
時

役
場
北
庁
舎
一
階
会
議
室

対
象
者

定

員

参
加
費

講

師

無
料
県
南
テ
ニ
ス
協
会
理
事
長

佐

藤

敦

(

硬

式

)

郡
山
市
テ
ニ
ス
教
室
講
師

村

上

昌

弘

(

軟

式

)

テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
(
必
ず
)

軟
式
ラ
ケ
ッ
ト
は
借
り
ら

れ
ま
す

雨
天
の
場
合
は
順
延
で
す

〈
玉
川
村
公
民
館
〉

テ
ニ
ス
教
室
生

待
ち
に
待
っ
た
戸
外
ス
ポ
ー
ツ
開

幕
の
季
節
で
す
。
今
年
の
ス
ポ
ー
ツ

教
室
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
ゴ
ア

ニ
ス
教
室
H

を
開
催
し
ま
す
。

左
記
の
実
施
要
項
に
よ
り
申
し
込

み
を
受
付
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
ス
ポ

ー
ツ
の
機
会
の
少
な
い
勤
労
者
の
み

な
さ
ん
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

所関日

場時月

持
参
品

そ
の
他

む
接持喜

し
て
い
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

は
り
っ
ぱ
な
い
じ
め
で
す
。
お
時
さ
ん

に
は
い
じ
め
の
自
覚
は
な
い
で
し
ょ
う

が
、
こ
ど
も
は
ど
う
し
て
し
か
ら
れ
て

い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
の
で
す
か
ら
、
い
じ
め
と
い
う
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
は
患
い
と
こ
ろ
を
な
く
す

れ
ば
す
ば
ら
し
い
こ
ど
も
に
な
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
患
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

誤
解
で
す
。
こ
ど
も
は
か
な
ら
ず
因
っ

た
こ
と
を
し
た
り
、
一
一
語
っ
た
り
す
る
も

の
で
す
。
い
く
ら
臼
を
す
っ
ば
く
し
て

も
患
い
と
こ
ろ
を
全
部
な
く
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
相
談
で
す
。

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
ホ
メ
る
の
で

な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
ど
も
は
お
母
さ

ん
が
言
う
の
だ
か
ら
し
か
た
が
な
い
、

と
が
ま
ん
し
て
い
る
の
に
遣
い
あ
り
ま

せ
ん
c
で
も
、
こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
頼
り
に

し
て
い
る
お
母
さ
ん
か
ら
、
パ
カ
な
ど

と
呼
ば
れ
て
、
う
れ
し
い
は
ず
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
じ
っ
と
耐
え
て
い
ま

す
。
そ
の
気
持
ち
を
察
す
る
お
母
さ
ん

が
ど
の
く
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ

う
か
。お
母
さ
ん
は
つ
よ
い
の
で
す
。
こ
と

に
こ
の
ご
ろ
の
お
母
さ
ん
は
お
父
さ
ん

以
上
に
こ
わ
い
と
こ
ど
も
は
お
そ
れ
ま

す
。
な
ん
と
…
一
一
一
口
わ
れ
よ
う
と
も
じ
っ
と

す
。
い
い
と
こ
ろ
を
ホ
メ
て
伸
ば
せ

ば
、
悪
い
と
こ
ろ
は
自
然
に
消
え
て

い
く
も
の
で
す
。
お
母
さ
ん
に
H

オ

リ
コ
ウ
サ
ン
デ
ス
ネ
H

と
ホ
メ
ら
れ

て
一
患
い
気
の
す
る
こ
ど
も
は
い
な
い

で
し
ょ
う
。

パ
カ
だ
と
し
か
つ
て
し
つ
け
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ホ
メ
て
し
つ
け

ま
す
。
ホ
メ
れ
ば
い
く
ら
で
も
伸
び

ま
す
。

11111111111 

(
最
終
回
)

外虫
山尚の
幼水

稚李
、ふム圏大

'f!L.立盟主

比長室

古

お
母
さ
ん
の
い
じ
め

「
お
子
さ
ん
の
こ
と
を
パ
力
と
言

っ
た
こ
と
の
な
い
お
母
さ
ん
、
い
ら

し
た
ら
、
手
を
あ
げ
て
く
だ
さ
い
L

て
く
な
ら
れ
た
波
多
野
動
子
さ
ん

が
、
か
つ
て
お
母
さ
ん
方
を
前
に
し

て
の
議
演
で
そ
う
一
一
一
一
口
わ
れ
ま
し
た
。

伺
百
人
も
の
お
母
さ
ん
が
い
た
の
に
、

手
を
あ
げ
た
人
は
ひ
と
り
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
読
者
の
み
な
さ
ん
、
い
か

が
で
し
ょ
う
。

自
分
の
つ
7

で
す
も
の
、
パ
カ
と
一
一
言
お

う
と
、
チ
ヨ
ン
と
言
お
う
と
自
由
で
す
、
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忘
れ
ず
に

現
況
届
の
提
出
を

"川川11川川"川111川川1111川11川川11川11川'

五
月
は
国
民
年
金
の
障
害
年
金
・

母
子
年
金
・
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い

る
方
が
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
時

期
で
す
。
も
し
、
提
出
し
な
か
っ
た

り
、
遅
れ
た
り
し
ま
す
と
年
金
の
支

給
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
一
時

差
し
止
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

忘
れ
な
い
で
役
場
住
民
課
年
金
係
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
六
十
一
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
手
続
き
は
、
済
み
ま
し
た

す

う

ま

と

い
で

さ

め

ご
お生誕お

( 3月届出分)

で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
手
続
き
が
終
つ

て
な
い
方
は
五
月
十
五
日
が
申
告
期

限
で
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島

労
働
基
準
局
、
ま
た
は
県
雇
用
保
険

課
に
申
告
、
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
福
島
労
働
基
準

局
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

(
2
0
二

四
五
i
一二
四
i

一一

一
一
)

一

一

徳

利

信

次

信

侍

車

一

正

泰

真

方

伸

明

誠

正

彦

出生児氏名

須藤千春

鈴木弥生

関根信

湯 j畢貴弘

佐藤真由子

石井由美

鈴木 将

有賀和也

石森美加

地区

川辺

小高

中

竜崎

南須釜

北須釜
亡と
口

山小屋

自
動
車
税
の

納
税
は
早
自
に

自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
現
在
で

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

納
税
通
知
書
は
、
五
月
上
旬
に
お

送
り
し
ま
す
の
で
早
目
に
納
入
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
納
期
限
は
五
月

三
十
一
日
で
す
。

な
お
、
身
体
の
不
自
由
な
方
で
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
五

月
二
十
四
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。詳
し
く
は
、
郡
山
県
税
事
務
所
(
電

話

O
二
四
九
|
二
三
l

六

一

六

)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

J白

死亡者氏名年令世帯主名

小針キヨノ 91 矢吹トシ子

郡司--)忠夫 38' たか子

塩津利正 79 藤雄

増子モト 75 七郎

おくやみ

申し上げます
( 3月届出分)

地区

中

岩法寺

南須釜

持
ん
あ
り
が
と
う

番
多
ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
か
ら
社
会
福
祉
活
動
資

金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「巳

・
北
須
釜
の
塩
沢
清
一
さ
ん
か
ら

三
万
円

(
社
会
福
祉
協
議
会
)

村のようす

(61年4月1日現在)

a・・・・h
回 J 1，543戸(+2) 
t I 7，493人(-21) 
2 
s 
3，710人(-5) 

3，783人(-16) 




